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今日の若者にとっての「自立」に関する考察：若者の「生きがい」に焦点化して 
Study on the "Independence" for today's young people: Focus on the "something to 

live for" of the young people 

 
小山田建太（常磐大学） 

 
要旨 本稿では、今日の若者がどのような「自立」や「生活」を希求しているのかについて

把握するため、2018～2019 年に実施された 3 名のインタビュー調査データを分析した。そ

してその結果、それぞれに多様な「生きがい」が認識されている実態が描出された。 

 以上の調査結果を踏まえて本稿では、「「自立」した生活ができる生活保障の仕組み」（阿

部 2017: 299）を整備するための前提条件として今日の若者が呈する「生きがい」にこそ着

目する必要があること、加えて、今日的な「自立」の様相が彼らの「生きがい」を描出する

ことで一層明瞭なものとなる可能性について考察を加えた。 
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1. 問題の所在と研究の目的 
 
 日本の若者にとっての「標準的」な移行の形態は、今日にかけて消失しつつあると指摘さ

れて久しい（石井ほか編 2017; 労働政策研究・研修機構編 2017）。またこの現象は、90 年

代以降の社会構造の解体や変容にも伴い不可逆のものとして進行している。より具体的に

は、「戦後日本型循環モデル」（本田 2014）が崩壊するなかで、「学校卒業、初就職、経済的

自立、離家、結婚、親になること」といったライフイベントの達成を通じた従来型の「自立」

が実現しなくなってきていることに端的に表れている（宮本 2005）。 

しかしながら一方で私たちの社会では、今日の若者にとっての「自立」がいかなる様相で

あるかについての明瞭な理解や認識が共有されているとは言い難い。この点に関して阿部

は、正規雇用・非正規雇用によらない昨今の若者労働市場全体の不安定化によって「従来標

準的とされてきたライフコースが崩れても、それに代わる「新しい標準」が生まれているわ

けではない」（阿部 2017: 303）ということを指摘している。したがって阿部は、「正社員で

あっても、非正規雇用であっても、もはやモデルとなるライフコースはないといえる」（阿

部 2017: 304）と評している。 

上述のような現状把握のもとで必要とされるのは、第一にあらゆる若者を対象とした

「「自立」した生活ができる生活保障の仕組み」を整備することである。この「生活保障」

の具体例としては、「標準的キャリアモデル」ではないキャリアを歩む者を排除しない社会

保障制度の確立や、保育サービスや住宅保障などの拡充が挙げられ、「これら若者に対する

経済的支援とキャリア支援とが組み合わされて、はじめて若者が地域で自立した暮らしを

展望することが可能になると考えらえる」（阿部 2017: 299-301）。したがって厚生労働行政

においても、今日の「若者」の非同質性に対応した支援施策の構築が急がれることとなって

いる（堀 2017）。 
そして第二に、そもそも上記の観点にもとづき保障される今日の若者の「自立」した「生

活」とはどのようなものであるのかを詳らかにする必要があるだろう。言い換えれば、今日

の若者に希求される「自立」や「生活」の様相を見出すことが、その「生活保障の仕組み」

を整備することの前提条件となる必要があると考えられる。この点について阿部（2017）

は、多様な困難を抱える若者の実態に触れながら今日の若者の「自立」の多義性に触れてい

るが、今日希求される「自立」や「生活」の在り方を相対化しうるのは阿部（2017）が指摘

する事例にとどまらない。また小山田は高卒パネル調査対象者の 3 組 6 名の親子へのイン

タビュー調査の結果を踏まえて、「今日の若者が歩む多様なキャリアを承認し、彼らの多様

な将来像をも肯定していく「自立」観の必要を強調」（小山田 2019: 14）しているが、その

「自立」の様相はより多くの若者のキャリアの実態に迫ることでさらに明示的なものとな

る余地がある。 
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そこで本稿では、今日の若者がどのような「自立」や「生活」を希求しているのかについ

て把握するため、2018～2019 年に実施された 3 名（以下、それぞれ仮名）のインタビュー

調査の結果を確認していく（第 2 節）。そして第 3 節ではこれらの調査結果を「生きがい」

という観点からまとめ、「生活保障」を議論する前提としての「生きがい」や「自立」に関

する考察を加えたい。なお第 2節にて上記 3 名の来歴を整理する際は、2014 年に実施され

たインタビューデータをもそれぞれ活用する。 

 

2．インタビュー調査の結果 
 
（１）中村真衣さん（2019年） 

 中村真衣さんは中学時代から水族館や動物園での飼育員やトレーナーといった仕事に憧

れを持つようになり、高校生の頃には水族館でのボランティア活動に個人的に参加したり、

高校のインターシップでは動物園に赴いたりするなど、水族館・動物園で働くことに公私を

問わず意欲を燃やしてきた。そしてその努力の過程で県内水族館の営業部の求人を見つけ

ることができ、高校卒業後に正社員として働き始める。だが営業部では、動物の飼育などと

いった当初志望していた仕事には従事することができなかった。 
そのような状況のなか職場の縁を通じて、高校時代にインターシップをおこなった動物

園にて嘱託社員として飼育員の募集があることを知る。中村さんは正社員から嘱託社員へ

と変わることで給料が下がることや有期雇用となることへの不安を感じつつも、「そこでや

っぱり飼育やりたかったっていうのもあって」、当初より志望していた飼育員の仕事へ転職

することを決める。 
この飼育員やトレーナーという仕事とは中村さんにも言及されるように、非常に「狭き門

で、採用があったらラッキー」な仕事であることから、それまでにも中村さんは「「ここで

働きたいんだったら、非正規でずっといるしかないよ」みたいに言われてましたし、「だか

ら今若いうちに他受けて安定したほうがいいよ」っても言われて」きたのだという。またそ

の転職の際には両親からも嘱託社員になることを反対されたが、中村さんは自身を「これっ

て決めたら結構、割と押し通す」タイプなのだと表現し、両親との長い話し合いの場を設け

た末に、「粘り勝ちしてきたところがあ」ると振り返る。 
上記のような経緯から始まった飼育員の仕事は中村さんにとって大きな充実を感じられ

るものであり、しばらくは「休みがいらないとさえ思ってた」という。また中村さんは動物

を担当するための技術の向上や各地の水族館・動物園についての情報収集などのために、全

国の関係者との「横のつながり」を精力的に構築するなど、飼育員としての専門的な力量を

培い続けてきている。 
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Ｒ１：［動物の名前］、あれ初めて担当されたときは、かわいいんだけど、なかなか仕事

に慣れるまでが大変だったっておっしゃってたけれど、いつそれの勉強とか、ト

レーニング、ご自身のみたいなのっていうのは、どういうふうにされてますか。 

中村：動物園の会議みたいな、学会みたいなのもいろんな種類があったりとか、お勉強

会としてちょっと勉強して、あとは他の全国の動物園とか、水族館の人とお酒飲

んでご飯食べて、コミュニケーション取ろうねみたいな会もあるので、そういう

のに割と自分から行って話を聞いてとか、で、横のつながり作ってとかっていう

のがメインになったかな。 

Ｒ１：今や、じゃあ全国の動物園関係者といろんなネットワークを。 
中村：おかげさまで割と増えたほうだと思います。やっぱ園の中でも行く人行かない人

って分かれるんですよ。 
Ｒ１：そうなんですか。 

中村：好きな人はやっぱり実費払ってでも行くし、行かない人は、まあ出張で行けって

言われたら行くけど、別に何もなければ行かないよっていう人もいるので、そこ

でぱっくり分かれるので、行く人はやっぱり行っただけ知り合いが多いなと思

う。 
Ｒ１：中村さんは実費払ってでも行く？ 

中村：行く人です。 

 
ただ一方で中村さんの嘱託社員としての契約条件は決して安定的なものであるとはいえ

ず、2 つの雇用管理先をまたぐ形での単年度の契約更新が 10 年以上継続している。また中

村さんの職場の同僚も同様の契約条件を結んでおり、その現状は以下のようにも言及され

ている。 

 
中村：最初［A雇用管理先］の嘱託 1 年契約、1 年更新。で、そこには上限があるよっ

て言われてて、特例で 5 年が 8 年になり、8 年がまあ特例で優秀な人材に限り無

期限になり。でもいよいよやっぱりちょっと［A雇用管理先］的に雇用がおかし

い、なんでそんなに嘱託を、同じ人を雇うんだ、多分なったと思うんですけど、

それで 1回［B雇用管理先］の方に、一応、試験を受けてって面接だけなんです

けどハローワーク通して受けて。3～4 年くらいで 3 人ずつ、大体 10 人いたの

で、3、3、4くらいで移行してったんですよ 1回。 

  
 2019 年度からは中村さんの働く動物園にて無期雇用の採用枠が雇用管理先によって初め

て設けられることとなるが、この採用枠を得るには外部者にも受験資格が開かれた試験に
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合格する必要があり、初回の試験に合格できなかった中村さんは現在や将来のキャリアに

ついて大きな不安を抱くようになっていると述べる。 

 
中村：ただただ不安です。もともとこの業者自体が狭き門で、採用があったらラッキー、

タイミングが合って、その年の採用あるっていうこともそもそもラッキーなの

に、採用される人数もすごく少ないっていう職種なので、そこを思い出しました、

今年。 
Ｒ１：そういえばそうだった。動物園に来るまで大変だったんだ。 

中村：高校の時とかは、もちろんそのことは分かってた上で、それでもやりたいって言

って、そのモチベーションで来てたはずなのに、やっぱり働いちゃうと慣れもあ

ったりとか、それが日常になっちゃって、まあ、思い出しましたって感じです、

私。 

 
 学生時代から高いモチベーションを持って日々の仕事に臨んできた中村さんであるが、

採用が非常に少ないこの業界で働き続けることができたことに関して、「やっぱり働いちゃ

うと慣れもあったりとか、それが日常になっちゃって」、「そもそもラッキー」であったとい

うことをこの試験をきっかけとして「思い出し」たのだと語っている。 

 ただ、上述のような不安定な労働環境にありながらも仕事に臨むことができる原動力に

ついて、中村さんは以下のように言及している。 

 
Ｒ１：そういう仕事、労働という条件は難しいなかで、でも仕事続けてきてるわけです

よね。その続けられる原動力って何ですか。 

中村：何ですかね、とかって（笑）。 
Ｒ１：動物で仕事をしていきたいっていう高校時代からの気持ちは、まずもちろん大元

にあるとして、プラス何かあります？ 
中村：まさに最近そこがちょっと自分も模索してる真っ最中で。でもやっぱり元 ［々動

物の種類］が好きだったので、今結構動物園にこだわってるのも、今［動物の名

前］をやれてるからっていうのはすごく大きくて。で、十何年やってて個体に対

しての愛着もあるし、それこそ自分が抜けた後のこともやっぱり気になるしと

か、本当に人によって手の掛け方が全く違う、それを良しとしてしまうような環

境があるので、一律同じことを同じようにやりましょっていうよりかは、本当に

人の気持ちで頑張ってやれる人はどんどん上乗せして頑張ってやって、やらな

ければ、まあ必要最低限でいいとは言わないですけど、何も言わないことが暗黙

にいいと言ってるような状況になってるので、そこら辺も考えると、次が当たり





 

東京大学社会科学研究所パネル調査プロジェクトについて 
 

 労働市場の構造変動、急激な少子高齢化、グローバル化の進展などにともない、日本社

会における就業、結婚、家族、教育、意識、ライフスタイルのあり方は大きく変化を遂げ

ようとしている。これからの日本社会がどのような方向に進むのかを考える上で、現在生

じている変化がどのような原因によるものなのか、あるいはどこが変化してどこが変化し

ていないのかを明確にすることはきわめて重要である。 

 本プロジェクトは、こうした問題をパネル調査の手法を用いることによって、実証的に

解明することを研究課題とするものである。このため社会科学研究所では、若年パネル調

査、壮年パネル調査、高卒パネル調査、中学生親子パネル調査の４つのパネル調査を実施

している。 

 

 本プロジェクトの推進にあたり、以下の資金提供を受けた。記して感謝したい。 

 

文部科学省・独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金 
基盤研究 S：2006 年度～2009 年度、2010 年度～2014 年度 基盤研究 C：2013 年度～

2016 年度 特別推進研究：2015 年度～2017 年度 若手研究 A：2015 年度～2018 年度 

基盤研究 B：2016 年度～2020 年度 特別推進研究：2018 年度～2024 年度 

厚生労働科学研究費補助金 
政策科学推進研究：2004 年度～2006 年度 

奨学寄付金 
株式会社アウトソーシング（代表取締役社長・土井春彦、本社・静岡市）：2006 年度

～2008 年度 

 

 

 

東京大学社会科学研究所パネル調査プロジェクト 
ディスカッションペーパーシリーズについて 

 

 東京大学社会科学研究所パネル調査プロジェクトディスカッションペーパーシリーズは、

東京大学社会科学研究所におけるパネル調査プロジェクト関連の研究成果を、速報性を重

視し暫定的にまとめたものである。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
東京大学社会科学研究所 パネル調査プロジェクト 

https://csrda.iss.u-tokyo.ac.jp/panel/ 
 
 


